
題字　吉安　玲華　
発行　新郷新聞社
電話　048-284-5779
編集長　小堀　勝一　

発 行 協 力

1995 7 7

27,000 3

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

新
郷
東
小
学
校

は
、
石
川
庸
子
校
長

に
替
わ
り
岡
本
賢
一

さ
ん
（
56
）
が
就
任

さ
れ
た
。

　
「
新
郷
東
小
学
校
の

益
々
の
発
展
の
為
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
「
教

育
に
と
っ
て
最
大
の

教
育
環
境
は
教
師
で

あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
さ
れ
て
い
る
。

教
師
へ
の
道
は
、

「
大
学
は
教
育
学
部
に

入
り
、
教
育
実
習
に

行
っ
た
時
、
子
ど
も

と
の
出
会
い
で
こ
の

道
だ
と
決
意
し
ま
し

た
」
と
嬉
し
そ
う
に

語
る
。教員

生
活
の
皮
切

り
は
戸
田
市
立
小
で

の
２
校
か
ら
。
そ
の

後
、
川
口
市
立
青
木

中
央
小
、
本
町
小
、

教
頭
と
し
て
、
木
曽

呂
小
、
東
本
郷
小
、

神
根
小
と
続
き
、
校

長
と
し
て
領
家
小
に

３
年
間
勤
務
さ
れ
た

後
、
こ
の
度
新
郷
東

小
に
就
任
さ
れ
た
。

　
「
東
本
郷
小
時
代
、

持
久
走
で
隣
の
新
郷

東
部
公
園
に
来
た
り

し
ま
し
た
ね
。

　
東
本
郷
小
に
は
大

き
な
畑
が
あ
り
、
土

い
じ
り
が
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
野
菜

の
収
穫
の
喜
び
を
知

り
、
料
理
を
作
る
こ

と
も
、
も
っ
と
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
よ

く
見
る
テ
レ
ビ
も『
男

子
ご
飯
で
す
』」
と
笑

顔
で
話
さ
れ
た
。

　
出
身
は
蕨
市
。
酒

は
も
っ
ぱ
ら
ハ
イ

ボ
ー
ル
。
趣
味
は
、

た
ま
に
行
く
日
帰
り

温
泉
。

　
家
族
は
奥
さ
ん
と

お
嬢
さ
ん
。

　
市
内
在
住
。

　
新
郷
公
民
館
長
は
、

熊
木
利
治
さ
ん
に
替

わ
り
、
国
島
善
夫
さ

ん
（
60
）
が
就
任
さ

れ
た
。

　
「
公
民
館
の
仕
事

は
初
め
て
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
覚
え
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！
」と
語
ら
れ
る
。　

　
出
身
は
川
口
市
内
、

高
卒
一
浪
後
19
歳
で

市
役
所
の
道
へ
。

　
ス
タ
ー
ト
は
交
通

指
導
員「
市
内
を
回
っ

て
い
た
の
で
新
郷
に

も
来
て
ま
し
た
。」
さ

ら
に
戸
塚
区
画
整
理

事
務
所
。
体
育
課
や

東
ス
ポ
、
学
校
保
健

課
。
学
務
課
の
折
は

市
立
高
校
３
校
を
１

校
に
、
学
校
保
健
課
。

課
長
職
で
鳩
ケ
谷
衛

生
セ
ン
タ
ー
か
ら
市

民
税
課
。
文
化
財
課

で
は
、
東
本
郷
の
曲

輪
遺
跡
で
土
器
の
破

片
・
貝
・
馬
具
な
ど

を
発
掘
し
た
。

　
「
半
分
以
上
が
教
育

関
係
で
す
。
こ
の
３

月
の
卒
業
式
で
は
、

母
校
の
小
学
校
で
教

育
委
員
会
の
告
辞
を

述
べ
ま
し
た
」
と
微

笑
む
。　
座
右
の
銘

は「
継
続
は
力
な
り
」。

　
「
役
所
は
、
栄
養
学

や
歴
史
、
税
の
こ
と

な
ど
多
く
を
勉
強
し

ま
し
た
」
と
。

　
酒
は
好
き
、
カ
ラ

オ
ケ
は
「
ス
バ
ル
が

18
番
」。
テ
レ
ビ
は
ス

ポ
ー
ツ
番
組
、
趣
味

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ・ウ
ェ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
安
行
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ジ
ム
に
通
う
。

長
年
市
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
参
加
し
順
位

は
中
の
上
。

　
家
族
は
芳
恵
夫
人

と
長
男
。

　
越
谷
市
在
住
。

４
０
０
年
の
歴
史

が
あ
る
赤
井
氷
川
神

社
は
、
旧
赤
井
村
の

村
社
、
創
建
は
鎌
倉

時
代
。
無
病
息
災
を

祈
願
し
、
弓
矢
で
鬼

の
面
を
射
る
行
事
オ

ビ
シ
ャ
と
、
一
升
飯

喰
い
の
競
宴
の
珍
し

い
行
事
や
、
獅
子
の

虫
干
し
等
が
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
神
社
。　

そ
の
氏
子
総
代
長

が
加
藤
行
雄
さ
ん
の

後
任
に
、
嶋
根
宏
之

さ
ん
（
61
）
が
着
任

さ
れ
て
い
る
。

「
大
変
名
誉
あ
る

地
元
氏
神
様
を
奉
る
、

赤
井
氷
川
神
社
の
総

代
長
を
拝
命
さ
れ
、

全
身
全
霊
で
奉
仕
致

し
ま
す
。生
ま
れ
育
っ

た
地
元
神
社
に
恩
返

し
で
す
。
後
継
者
を

育
て
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、

地
域
を
良
く
す
る
た

め
努
力
し
ま
す
」
と

抱
負
を
語
る
。

座
右
の
銘
は
「
真

実
一
路
」、
酒
は
大
好

き
、
カ
ラ
オ
ケ
少
々
。

テ
レ
ビ
は
世
界
選
手

権
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

番
組
。
趣
味
は
「
神

社
め
ぐ
り
、
現
在
21

件
フ
ェ
ス
ブ
ッ
ク
に

定
期
的
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。」

経
歴
は
日
立
製

作
所
に
て
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
運
用
に
従

事
後
、
日
本
経
営
協

会
（
経
済
産
業
省
所

轄
）
に
長
年
勤
務
。

１
９
９
８
東
京
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ョ
ウ
の
折
は
、

前
皇
太
子
同
妃
両
殿

下
行
啓
で
会
場
の
御

案
内
役
も
。
現
在
Ｅ

Ｑ
М
Ｌ
及
びJCSRA

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

広
報
・
イ
ベ
ン
ト
業

務
等
を
さ
れ
て
い
る
。

　
印
刷
の
関
係
で
小
学
校
・
中
学

校
の
入
学
式
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
素
敵
な
学

校
生
活
を
楽
し
ん
で
、
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
下
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
。　
新
郷
新
聞
社



　
長
野
県
人
川
口
新

郷
会
（
会
長
＝
西
澤

聖
人
さ
ん
）
は
２
月

19
日
、
赤
井
町
会
会

館
で
新
年
会
を
行
っ

た
。

　
総
合
司
会
は
山
崎

武
光
さ
ん
、
開
会
挨

拶
は
三
好
義
昭
さ
ん
、

西
澤
会
長
挨
拶
後
、

事
務
局
の
西
澤
幸
子

さ
ん
に
よ
る
、
新
加

入
者
紹
介
や
20
周
年

記
念
式
典
に
つ
い
て

の
報
告
、
そ
し
て
柳

久
信
さ
ん
の
乾
杯
で

和
や
か
に
会
食
。

　
参
加
者
27
名
は
ビ

ン
ゴ
大
会
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
共
有
し
、
井

出
猛
さ
ん
の
閉
会
挨

拶
で
終
了
し
た
。

　
写
真
前
列
左
か
ら

５
番
目
、
西
澤
会
長

と
、
童
心
に
帰
り
、

故
郷
を
語
り
合
う
参

加
者
の
皆
さ
ん
。

　
新
郷
東
小
学
校
正

門
前
に
あ
る
、
新
郷

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
連
合
会
コ
ー

ス
で
は
、
４
月
23
日

の
新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

に
向
け
、
毎
日
午
前

午
後
に
別
れ
１
７
０

名
程
の
会
員
が
練
習

に
励
ん
で
い
る
。

　
３
月
22
日
午
前
は

あ
た
か
も
Ｗ
Ｂ
Ｃ
決

勝
戦
で
日
本
が
優
勝

を
決
め
た
時
間
。

　
そ
の
為
役
員
も
午

後
に
練
習
し
、
休
憩

に
花
壇
の
周
り
で
一

息
入
れ
た
。（
写
真
）　　

　
会
員
で
顧
問
の
飯

塚
孝
行
市
議
は
、「
皆

さ
ん
の
憩
い
と
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ

　写真左から、種子勇美さん、石塚春夫さん、田村俊実さん、
高原好雄さん、飯塚孝行さん、岡田守正さん。

　
３
月
15
日
、
川
口
市
内
の
中
学
校
の
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学

校
は
３
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
郷
地
区
小
学
校
は
４
校
、
中
学
校
２
校
が

あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
東
中
学
校
と
、

新
郷
小
学
校
の
紹
介
に
な
り
ま
す
。

　
卒
業
生
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
人
生
を
歩
ん

で
い
か
れ
る
よ
う
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

卒業生、男子６８人、女子６４人
写真左から飯塚孝行市議、野村潤 PTA会長、萩原美樹校長。

卒業生、男子１１３人、女子１０５人
　写真左から飯塚孝行市議、橋本健吾 PTA会長、
　藤川悟校長、前原博孝市議。

３
月
19
日
、
新
郷

地
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
が
、
第
20
回

を
迎
え
た
大
東
町
会

（
町
会
長=

長
谷
部
秋

仁
さ
ん
）
の
同
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

振
り
の
開
催
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
大
勢
の

町
会
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
町

会
顧
問
の
渡
辺
秀
人

さ
ん
の
長
男
（
崇
靖

さ
ん
）
が
率
い
る

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室
内

楽
と
、
新
郷
出
身
の

オ
ペ
ラ
歌
手
ソ
プ
ラ

ノ
の
金
刺
美
穂
さ
ん

を
迎
え
て
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
。

弦
楽
合
奏
で
は
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ア

イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、

日
本
の
春
、
エ
ー
ル

等
。
各
楽
器
の
紹
介

か
ら
、
音
の
違
い
や

役
割
な
ど
を
ク
イ
ズ

形
式
で
紹
介
。

歌
曲
で
「
ア
レ
ル

ヤ
」
や
「
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

等
。
最
後
に
皆
で「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
。

長
谷
部
町
会
長
は

「
３
年
振
り
の
開
催
で

会
食
は
せ
ず
お
土
産

を
用
意
し
ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
者
で
嬉

し
い
で
す
」
と
。

大
山
政
治
さ
ん
は

「
沢
山
の
元
気
な
顔
が

見
ら
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
ニ
コ
ニ
コ
。

川
口
社
協
か
ら
新

郷
地
区
担
当
の
、
横

山
め
ぐ
み
さ
ん
が
出

席
し
「
久
し
ぶ
り
の

サ
ロ
ン
で
、
内
容
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
」
と
微
笑
む
。 出演者▽ソプラノ =金刺美穂、写真左から、・ヴァイオリン＝細淵和香奈、

池澤しほり、小堀直樹、市村直美、ビオラ＝桑原知己、チェロ＝渡辺崇靖

け
る
よ
う
に
、
顧
問

と
し
て
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
す
。



歯
科
医
の
風

私
は
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
体
力

も
気
力
も
あ
る
の
で
、

歯
科
の
仕
事
を
続
け

て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
年
齢
の
昔
か
ら

来
て
い
る
患
者
さ
ん

か
ら
は
、「
ま
だ
や
っ

て
い
る
の
？
」
と
喜

ば
れ
ま
す
。

仕
事
量
は
若
い
頃

か
ら
比
べ
る
と
、
半

分
以
下
に
減
ら
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
年
々
疲
れ
が
残
る

よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
た
び
た
び「
い

つ
ま
で
や
る
の
？
」

と
聞
か
れ
ま
す
が
、

さ
て
、
い
つ
ま
で
や

る
か
、
自
分
の
体
力
、

気
力
と
相
談
で
す
。

い
つ
か
は
仕
事
を

辞
め
る
時
が
来
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
は
頭

も
含
め
て
身
体
の
鍛

錬
を
日
々
や
っ
て
い

く
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
体
力
作
り
は
、

た
と
え
半
日
で
も
仕

事
に
出
て
診
療
を
し
、

立
ち
っ
ぱ
な
し
で
や

る
事
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
週
に
一
度
は

１
万
歩
以
上
歩
い
て
、

足
腰
の
力
を
つ
け
る

こ
と
を
実
行
し
て
い

ま
す
。頭の

老
化
防
止
で

は
、
経
営
上
30
人
か

ら
の
ス
タ
ッ
フ
を
相

手
に
、
教
育
と
収
入

の
管
理
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、

様
々
な
雑
誌
や
本
か

ら
新
し
い
情
報
を
取

り
入
れ
る
な
ど
し
て

頭
を
使
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
体
力
、

気
力
を
保
つ
に
は
、

食
事
が
最
も
大
切
で

す
。幸

い
歯
は
丈
夫
な

の
で
、
身
体
に
良
い

と
思
う
も
の
は
な
ん

で
も
食
べ
て
い
ま
す
。

少
し
多
め
か
な
と
思

う
く
ら
い
に
、
肉
食

し
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）

    
  

院
長　
岩
下　
一
三

　前列写真左から３番目前原さん、後列右端、関根和雄赤井町会長

　
３
月
19
日
、
江
戸

袋
町
会
は
、
埼
玉
県

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

に
研
修
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。

　

防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
施
設
ガ

イ
ド
さ
ん
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
災
害

時
の
自
助
・
協
助
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　
特
に
、
ご
近
所
と

の
付
き
合
い
の
重
要

さ
を
痛
感
し
、
町
会

の
存
在
・
役
割
の
重

要
さ
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
震
度
７
の
地
震

の
揺
れ
を
体
験
し
、

火
事
の
際
の
声
か
け

や
消
火
器
の
使
い
方

を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
台
風

の
風
速
に
よ
る
飛
来

物
の
大
小
を
映
像
で

学
び
、
危
険
予
知
の

重
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
研
修
を
終
え
た
後

は
、
川
越
市
内
で
昼

食
を
と
り
、
１
時
間

程
度
市
内
散
策
を
し

て
帰
り
ま
し
た
。

　
文
・
写
真
共
、

　
前
原　
博
孝
市
議

写真前列左から、嶋根宏之さん、千葉正吾さん、関根和雄さん、相馬晃重さん、
大柳裕一さん、粕谷笑子さん。後列左から藤島朋子さん、立石泰広県議、津村孝
徳さん、飯塚孝行市議、石島正文さん、峯岸寅太郎さん。

赤
井
町
会
（
町
会

長=

関
根
和
雄
さ
ん
）

は
３
月
26
日
、「
赤
井

さ
く
ら
祭
り
」
を
開

催
し
た
。

氷
川
神
社
内
広
場

の
満
開
の
桜
の
下
で
、

美
し
い
桜
の
花
を
眺

め
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
と
願
っ
て

い
た
が
、
雨
の
た
め

同
会
館
で
行
わ
れ
た
。

町
会
長
は
「
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
勇
ま
し

い
、
枝
を
広
げ
大
ぶ

り
な
花
を
咲
か
せ
る

姿
は
、
ま
さ
に
凛
と

し
た
気
高
さ
を
感
じ

る
。
町
会
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
取
り
、
よ

り
良
い
町
会
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
。　

来
賓
の
立
石
泰
広

県
議
、
飯
塚
孝
行
市

議
、
藤
嶋
朋
子
市
議

候
補
が
激
励
。
千
葉

正
吾
町
会
顧
問
は「
桜

花
爛
漫
の
折
、
良
い

実
が
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
挨
拶
。

次
い
で
嶋
根
宏
之

神
社
総
代
長
の
乾
杯
。

　
参
加
者
60
人
余
り

が
集
ま
り
、
会
話
や

食
事
を
楽
し
み
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
み
な
さ
ん
う
ち

と
け
た
ひ
と
時
を
過

ご
し
た
。　

　
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ

で
は
沢
山
の
方
が
歌

い
、
永
瀬
秀
樹
県
議

も
作
詞
＝
知
久
光
康

作
曲
＝
中
村
耕
一
、

「
何
も
言
え
な
く
て
…

夏
」
を
披
露
さ
れ
た
。

　
４
月
２
日
、(

株)

山
香
煎
餅
本
舗（
オ
ー

ナ
ー
＝
河
野
文
寿
さ

ん
）「
草
加
せ
ん
べ

い
の
庭
」
で
、
第
36

回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

た
。

　
出
演
は
新
郷
で
生

ま
れ
育
っ
た
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
金
刺
美
穂

さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
草
加
市
在
住
の
石

井
み
予
乃
さ
ん
に
よ

る
デ
ュ
オ
、
ジ
ャ
ス

ミ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。　

　
演
奏
曲
は
、
オ
ン

ブ
ラ
マ
イ
フ
・
こ
の

胸
に
息
の
あ
る
限
り
、

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
春

の
歌（
ピ
ア
ノ
独
奏
）、

春
の
声
、
さ
く
ら
さ

く
ら
、愛
は
風
に
乗
っ

て（
ピ
ア
ノ
と
朗
読
）、

戯
れ
る
春
の
光
、
遠

い
海
の
思
い
出
、
ラ

ム
酒
の
樽
、
春
が
来

た
等
。　

　
新
郷
の
文
化
を
考

え
る
会
（
会
長
＝
照

山
悦
子
さ
ん
）、
杉
本

か
よ
市
議
会
議
長
も

鑑
賞
さ
れ
た
。

　
写
真
左
か
ら
河
野

さ
ん
、
照
山
さ
ん
、

金
刺
さ
ん
、
石
井
さ

ん
、
杉
本
さ
ん
。



新
郷
新
聞
11
月
号
に

記
載
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
治
療

薬
「
ゾ
コ
ー
バ
」
の
薬

価
収
載
が
認
め
ら
れ
４

月
か
ら
一
般
流
通
さ
れ

ま
す
。

　
薬
価
は
１
２
５
㎎
、

１
錠
７
千
４
０
７
円

40
銭
で
１
回
の
治
療

「
１
日
１
回
で
５
日
間

服
用
（
初
回
３
錠
服

用
）」
当
た
り
の
費
用

は
５
万
１
８
５
１
円
80

銭
と
な
り
ま
す
。

　
当
面
は
、
国
が
買
上

げ
医
療
機
関
に
配
分
し

て
い
る
「
ゾ
コ
ー
バ
」

と
一
般
流
通
さ
れ
る
商

品
が
混
在
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
塩
野
義
製
薬
株
式
会

社
は
４
月
４
日
、
新
型

（306）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
経
口
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
エ
ン
シ
ト
レ
ル
ビ
ル

（
商
品
名
ゾ
コ
ー
バ
）

が
、
米
食
品
医
薬
品
局

（
Ｆ
Ａ
Ｄ
）
よ
り
迅
速

な
承
認
審
査
を
可
能
と

す
る
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ

ク
指
定
を
受
け
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
承
認

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
　
保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　
中
山
久
二
夫

　
先
月
号
の
P3
、「
税
務

講
和
＆
落
語
に
立
石
県
議

も
」
の
記
事
で
、
公
益
法

人
会
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
正
式
名
称
は
「
公
益

社
団
法
人
川
口
法
人
会
第

４
支
部
」
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。　

　
次
号
は
５
月
17
日（
水
）

発
行
で
す
。

ゾ
コ
ー
バ前列左から稲森さん、細淵さん、奥和田さん、小堀さん、市村さん、野本さん、桑原さん、

岡田さん、渡辺さん。後列、木山さん。

２
月
26
日
、
新
郷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
、
第
69

回
の
演
奏
会
を
、鳩
ヶ

谷
駅
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。　

演
奏
曲
は
▽
フ
ィ

ン
ジ
／
５
つ
の
バ
ガ

テ
ル(

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ

　
３
月
議
会
で
質
問

の
場
に
立
ち
ま
し
た
。

大
野
県
知
事
の
公

約
実
現
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
あ

と
数
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
動
き

に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
県
は
日
暮

里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
延
伸
方
向
は
第
二

産
業
道
路
上
と
東
川

口
・
草
加
市
の
三
方

向
で
検
討
中
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
第
二
産
業
道
路
上

へ
の
延
伸
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、

私
は
、
川
口
市
へ
の

導
入
検
討
に
お
い
て
、

貨
幣
換
算
が
け
で
な

く
、
人
々
の
幸
福
度

合
い
を
考
慮
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

拉
致
問
題
に
つ
い

て
。
川
口
市
に
は
、

拉
致
被
害
者
・
田
口

八
重
子
さ
ん
と
他
４

名
の
特
定
失
踪
者
が

い
ま
す
。
私
は
、
平

成
16
年
か
ら
毎
月
川

口
駅
で
署
名
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
向
に

解
決
へ
向
け
て
進
ま

ず
、
被
害
者
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
高
齢
化
は
進
ん

で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
川
口
市

に
拉
致
問
題
専
門
の

担
当
者
の
設
置
を
提

案
し
ま
し
た
。
設
置

す
る
と
の
こ
と
で
、

本
市
の
取
組
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
は
、

認
知
機
能
を
低
下
さ

せ
る
の
で
、
認
知
症

予
防
の
観
点
か
ら
も

補
聴
器
購
入
へ
の
補

助
金
制
度
を
提
案
し

ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
高
齢
者
の
集
う
場

所
で
、
耳
の
聞
こ
え

具
合
に
つ
い
て
簡
易

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
相
談
会

を
催
す
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
少
し
前
進

で
き
た
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
実
現
に

向
け
て
訴
え
て
参
り

ま
す
。小学

校
の
体
育
館

に
空
調
機
の
設
置
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
市
の
単
独
で
は
財

源
確
保
が
大
き
い
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、

早
急
の
実
現
は
困
難

で
は
あ
り
ま
す
が
、

粘
り
強
く
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

４
世
紀
後
半
に
造

ら
れ
た
前
方
後
円
墳

の
跡
で
あ
る
峯
の
市

営
住
宅
の
跡
地
に
、

歴
史
資
料
館
の
建
設

を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
土
地
が
神
社
の

所
有
地
で
あ
る
等
課

題
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

新
郷
東
小
学
校
区

の
「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ

ス
」
指
定
に
つ
い
て

は
、
取
り
急
ぎ
路
面

表
示
、
立
て
看
板
設

置
な
ど
、
本
市
で
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
こ

と
か
ら
や
る
と
の
こ

と
で
す
。

区
画
整
理
に
つ
い

て
は
、
国
有
地
、
生

産
緑
地
等
を
買
い
上

げ
て
種
地
を
確
保
し
、

積
極
的
に
進
め
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

　
以
上
が
今
回
の
質

問
内
容
に
な
り
ま
す
。

新
郷
発
展
の
た
め
、

今
後
も
市
政
の
場
で

訴
え
て
参
り
ま
す
。

  

川
口
市
議
会
議
員　

　
　
　
前
原　
博
孝

ト
五
重
奏
版)

▽
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト/

デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

ヘ
長
調
な
ど
。

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
人
見
剛
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
音
色
が

ホ
ー
ル
一
杯
に
響
い

た
。

　
新
郷
小
は
、
今
年
度

１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。
そ
れ
に
伴
い
川
口

市
峯
の
宝
亀
園
（
代
表

＝
小
野
寺
勉
さ
ん
）
が
、

「
１
５
０
周
年
行
事
に
役

立
て
て
下
さ
い
。
我
が

子
３
人
が
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
実

行
委
員
長
の
堤
明
さ
ん

は
、
同
級
生
な
の
で
、

微
力
な
が
ら
応
援
し
た

い
で
す
」
と
、
10
万
円

を
寄
附
さ
れ
た
。

　
堤
明
実
行
委
員
長
は

「
限
ら
れ
た
資
金
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
為
に
運

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
大
変
あ
り
が
た

く
お
礼
申
し
ま
す
」
と
。　

　

萩
原
美
樹
校
長
は
、

「
大
き
な
節
目
な
の
で
１

年
間
に
か
け
て
記
憶
に

残
る
よ
う
な
催
し
な
ど

を
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
の
人
に
も
応
援
し
て

下
さ
る
事
に
感
謝
で
す
」

と
。　

　

飯
塚
孝
行
市
議
は

「
１
５
０
周
年
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
地
域
の
代
表
と

し
て
私
か
ら
も
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
」
と
。

小野寺さん、堤明さん、萩原校長、飯塚市議。


